
別紙１－１      平成３０年度学校運営計画書 

 

学校名 和歌山市立雑賀崎小学校   校長名  奥 村   孝    作成日 平成３０年 ５月２２日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本

年

度

の

重

点

目

標 

１ 保護者・地域との連携を密に 

確かな信頼関係を構築する。 

２ 学校から保護者・地域に積極 

的に情報を発信する。 

３ 視野を広く物事を考え、判断 

できるように、多くの人々と関 

わり、コミュニケーションを大 

切にする。 

１ 道徳教育の充実・人権教育の 

推進 

 ・規範意識の醸成 

２ 特別活動の充実 

 ・縦割り活動(つみき活動)のより 

一層の充実、発展 

３ 体験的な活動の充実 

 ・ほんもの体験の充実 

４ 子供との約束 

 ・チャレンジしよう。 

 ・たくさんの人と関わろう。 

 ・最後まで気持ちを込めてやり 

遂げよう。 

１ 学力の向上 

 ・学ぶことへの関心・意欲・態 

度の向上 

・基礎学力の向上 

・学習環境の整備 

・学び合いの授業改善 

・授業のユニバーサルデザイン化 

２ 校内研修と実践の充実 

 ・積極的に研修に参加し、教員 

の資質向上を図る。 

・一人一人の児童と向き合う環 

境づくりに努める。 

目

標

達

成

に

向

け

た 

具

体

的

方

策 

 

 

 

 

 

 

 

指 

 

標 

学校の様子、子供の様子を 

〇保護者に知らせる。 

 ・学校だより ・学年だより 

 ・授業参観 ・学級懇談 

 ・個人懇談 ・電話連絡 

 ・連絡帳のやりとり 

 ・ぐるりんメール 

〇地域に知らせる。 

・学校だより地域版・回覧板 

・学校開放月間・授業参観 

・学校行事の招待 

・ホームページの充実 

 

 

 

 

 

 

 

〇学校だより及び地域版学校

だよりの毎月発行 

〇全ての子供に居場所のある学級 

づくり、学校づくり 

・挨拶の習慣化 

・規範意識の向上、育成 

・カウンセリングマインド 

〇道徳教育の推進 

・体験活動と道徳教育の連動 

〇清掃活動の徹底 

〇異年齢交流の推進 

・つみき活動(縦割り活動) 

・幼稚園との交流 

・高齢者との交流 

〇子どもが作る運動会、集会活 

動の充実、発展 

〇農漁村合宿、文化事業への参加 

 

 

 

 

〇集会活動の毎月実施 

〇幼稚園との交流を毎月実施 

〇確かな学力の定着 

・授業のねらいを明確にする。 

・選択、判断、表現、ふり返りを

取り入れた子供主体の授業づくり 

・学習の系統性の把握 

・学ぶ価値が実感できる授業づくり 

〇個に応じた指導 

・補充学習の充実 

・やりがいのある家庭学習の充実 

〇「ことばの力」の向上 

・うちどく ・漢字博士検定 

〇目的を持った読書及び書く活動

の推進 

〇学んだことを発信し、学習の手

応えを感じる 

・足アート展 ・ﾁｬﾚﾝｼﾞﾗﾝｷﾝｸﾞ 

〇校内研修を通し教員の資質向上

と児童の学力向上に努める。 

 

〇足アート展を１学期末と２学期

末にそれぞれ実施する。 

〇全国学力学習状況調査及び県学

習到達度調査での無回答０を目指

す。 

学校教育目標 

豊かな心を持ち、たくましく生きる、知・徳・体の調和のとれた子供を育成する。 

育てたい子ども像 

考える子 

地域とともにある学校 ゆたかな心 確かな学力 

 

なかよくする子 

 

はたらく子・たくましい子 


